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1. はじめに
本稿では, 前資料「抵抗とコンデンサ」で軽く流した

ボーデ線図について補足する.

2. ボーデ線図
前資料と同様, 次式で表される一次 LPF を例題とし

て取り上げる. “一次”は分母の ω の次数が 1であるこ
とを示している. カットオフ周波数 ωc (ゲインが 1/

√
2

になる周波数) は ωc = 1/CR である. ちなみにゲイン
の変曲点は ω = 1/

√
2 CR にある.

H(ω) =
1

1 + jωCR
(1)

この伝達関数 H(ω) のゲイン |H(ω)|, 位相 arg{H(ω)}
を図示したものがボーデ線図である. 前資料では線形
プロットを掲載したが, ボーデ線図ではゲインをデシベ
ルで表し (20 log|H(ω)|), 周波数に関しても対数をとる
(Fig.1).
ゲインに着目すると, カットオフ周波数 (Fig.1 では
およそ 1 kHz) より低い周波数ではほぼ 1, 高い周波数
ではほぼ直線的に減衰していくことがわかる. これは
H(ω) の分母の 1 と jωCR の比較から, 次式のような
近似が成り立つためである.

H(ω) '
{

1 (ω ≤ ωc)
1/jωCR (ω > ωc)

(2)

この減衰の傾きは, フィルタの性能を表す指標として用
いられる. 一次のフィルタの場合には, 周波数が 2 倍に
なるとゲインが 1/2倍になる. これは −6 dB/octと表
される (oct は “octave” の略). また周波数が 10 倍に
なるとゲインが 1/10 倍になることから, −20 dB/dec
とも表される (dec は “decade” の略). 一般に, n 次の
フィルタの傾きは −6n dB/oct であり, 次数が高いほ
ど急峻な減衰特性が得られる.

3. おわりに
以下の数値には出会うことが多いので, 覚えておくと

便利である.
−6 dB ⇔ 1/2 倍, −20 dB ⇔ 1/10 倍, 1/

√
2 ≈ 0.7.

(a) 振幅特性

(b) 位相特性

Fig.1 振幅特性と位相特性 (R = 1.6 kΩ, C = 0.1 µF).
カットオフ周波数 fc = 1/2πCR ≈ 1 kHz.


